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振り返りながら前へ
椿 信代

今年は皆さんにとってどんな一年でしたか。世界では戦争が始まり今なお続いていて、

コロナも増減の繰り返しでまだまだ以前の状態には戻っていません。私自身は大きなケ

ガをしました。お互いにとって忘れ得ぬ年と言えるのではないでしょうか。

この忘れられない日々を意味あるものにするのは自分自身です。同じ苦しみを通って

もその苦しみにいつまでも執着して苦しみを倍増させることもありますが、心一つで喜

びに切り替えることも出来ます。その方法は教祖がひながたを通して教えて下さってい

ます。

食べられない切なさ、相手にされないもどかしさ、人の為にと尽くしながら監獄に入

れられる理不尽。そして、子供が先に出直す寂しさ等々。しかしその中を明るく通られ

たのです。全部の真似は到底出来ませんが、ほんの少しでも近づく努力をさせていただ

きましょう。そして、心でそう思えなくても「ありがたい！ありがたい！」を口にすれ

ばありがたさを感じることができます。これは私が経験済みです。ともかくやってみて

下さい。

さあ、新しい年が目の前です。喜び心で迎えさせてもらいましょう。

教会にいた頃、朝夕のおつとめの最後に[おかきさげ］や[元の理]を声に出して読み上

げていました。とても長い文章にも関わらず、だんだんと内容を覚えていき、ついには

何も見ずに空で音読が出来るようになりました。教会を出てからは[元の理]を音読する

機会もほぼなくなりましたが、たまに家へ帰ると本を開かずともスラスラと出てくるこ

とがありました。小さい頃に毎日毎日繰り返しやったことが自然と身についていたとい

うことでしょう。 （次ページへ）
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今年一年振り返って
田中 道則

今年1年振り返ってみて様々な事がありましたが、日々陽気につとめさせて頂けました。

陽都はよく食べよく眠り、すくすく成長しています。たまに自分が夜、寝かしつける

時があるのですが、全く寝ようとせずに動き回ります。まるで修学旅行の夜かと思うほ

ど楽しそうに暴れます。ですがお母さんが抱っこしてあやしていると魔法にかかったか

のように眠ります。これにはいつも感心してしまいます。やはりお母さんはすごいです。

自分が母親と同じことは出来ませんが、これから大きくなる息子にお金では買えない

魂の徳をつけていけるよう育てていくのが自分のつとめだと思います。令和５年も勇ん

ででつとめさせてもらいます。



元旦祭

立教１８６年の元旦祭は午前５時よりつとめさせていただきます。まだま

だコロナの感染が広がっていますが、それぞれ体調管理をしていただき参

拝にお越し下さい。お待ちしています。

元旦祭御供物

年の初めに神様への御供物をお願いします。事前に御供物の種類や台数を

連絡いただくと助かります。よろしくお願いします。

家族みんなでおぢばへ
井上 直美

教会ニュース

私は今、主人・義母・０歳の娘の４人家族で生活していて、１１月２６日の本部月次

祭に家族みんなでおぢばがえりさせていただくことができました。

主人と義母には、結婚してからもお道を信仰する私を咎める事もなく、尊重してくれ

ていることに日々感謝しているのですが、家族全員でおぢばがえりできる日が来るなん

て思ってもいませんでした。義母と娘は初めてのおぢばです。詰所から本部まで続く銀

杏並木はとても綺麗で義母も喜んでいました。

教祖殿でゆっくりと座る時間を楽しみにしていたのですが、座る場所を探すのがやっ

とな程で久しぶりに人が溢れたおぢばも、とてもよかったです。娘を無事出産し元気に

育ってくれている事をお礼申し上げました。

そして帰りは主人の大好きな天理スタミナラーメンを食べました。また家族みんなで

元気におぢばがえりできる日を楽しみに日々喜んで通りたいと思います。

年末神殿大掃除

今月３０日の夕づとめ後に神殿の大掃除をさせていただきます。どうぞひ

のきしんよろしくお願いします。

これにはいい面も悪い面もあるように思います。幼い頃から染み付いた悪い癖は直そ

うと思わない限り直りませんし、逆に、子供の頃から自然に感謝と助け合いができた子

はいつでも周りの人を幸せにし、感謝される大人になるでしょう。毎日の心づかいが積

もり積もって未来の自分をつくるのです。

もし誰かが自分の至らない点を指摘してくれたら、それはチャンスだと思っています。

日々の心づかいが間違っていたらいつかズレが大きくなってしまう。その前に正しい道

へ引っ張ってくれているのだと、そう思えたら幸せではないでしょうか。神様の教えに

沿った道の方が、きっと何倍も歩きやすく同じ景色も輝いて見えるように思います。た

まに道からズレていないかな、と振り返りながら前へ進んで行きましょう。


